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明 治 薬 科 大 学
未来の医療を見つめる薬剤師、創薬研究者を目指して

　市と連携協定を結ぶ市内3大学を紹介する連載企画、前回（市報7月15日号）は、
日本社会事業大学を紹介しました。今回は、清瀬キャンパスが開校して20周年を
迎えた、明治薬科大学を紹介します。
記事に関する問合せ　企画課企画調整担当☎042・497・1802

　明治薬科大学は、1902年（明治35
年）、校祖・恩田重信氏が「薬学の
普及と社会に有用な薬剤師を養成す
る」こと、「医薬分業を実施し、も
って国民の保健衛生へ貢献する」こ
とを建学の精神に掲げ、東京神田区
三崎町（現在の千代田区神田三崎町）
に「東京薬学専門学校」として開校
しました。
　2006年（平成18年）、薬学教育６
年制による新たな教育制度が導入さ
れたことにより、薬学科（６年制）
と生命創薬科学科（4年制）の２学
科を併設しました。それまで長きに
わたり世田谷校（世田谷区野沢）と
田無校（西東京市谷戸町）の２つの
キャンパスで教育を行ってきました
が、1998年（平成10年）、創学100周

年を迎えるにあたり、清流柳瀬川が
流れ、緑豊かな自然に恵まれた清瀬
市へキャンパスを統合・移転。清瀬
キャンパスでは、教育研究に相応し
い充実した施設を整えるとともに、
豊かな人間性と高度な専門知識を備
えた薬剤師の養成と医療の発展に貢
献する、創薬研究者の育成を行って
います。
　2018年（平成30年）は、清瀬キャ
ンパス開校から20周年の節目にあた
ります。これまでに行ってきた市民
大学講座や公開講座に加え、近年で
は「きよせの環境・川まつり」への
参加、附属薬局薬剤師による健康相
談など、地域貢献の役割をますます
深めています。

　創学80周年記念事業で開設さ
れた明薬資料館は、校祖・恩田
重信氏の偉業を記念するととも
に、同大学に関係する歴史資料
を保存展示しています。また、
薬学教育へ貢献する目的でさま
ざまな薬学資料の収集も行って
います。
　その資料のなかで、ワシント
ン条約（絶滅のおそれのある野
生動植物の種の国際取引に関す
る条約）で取引が禁止された動
物「ジャコウジカ」の剥製があ
ります。「ジャコウ（麝香）」（注
1）の基原動物である「ジャコ
ウジカ」は、日本国内ではほと
んど見ることができず、大変貴
重な生薬資料です。

　校歌（学歌）は、童謡作家で
あり、同大学の卒業生である林 
柳波（はやしりゅうは：1892年
～1974年）が作詞しました。林
柳波は、広く世に知られている
童謡「おうま」や「うみ」を作っ
た人物です。
　群馬県沼田市出身の林柳波
は、1943年（明治43年）明治薬
科大学の前身校である明治薬学
校を卒業し、薬局を開業する傍
ら、母校の講師を務めました。
同時代の詩人・野口雨情などと
交際し、童謡作家として歩みま
した。出身地の沼田小学校校庭
には、「おうま」の記念碑があ
ります。

　世田谷・田無両キャンパスの統合
・移転から20年目を記念して、今年
6月9日に「清瀬キャンパス開校20
周年記念事業」が行われました。「地
元・清瀬」への感謝とともに、今後
の清瀬キャンパスにおける一層の発
展の願いが込められました。

　明治の文豪として知られる森
鷗外（森林太郎）と、校祖・恩
田重信氏は、日清戦争後の台湾
出征において軍医部長と一等薬

剤官の関係にあり、同じ陸軍に
籍を置く身で、さらに年齢も近
かったことから、親しく付き合

っていました。
　また、「ドイツ語」を
介 し て の 親 交 も あ り、
1900年（明治33年）に刊
行された恩田重信著作
の『独和他國字書大全』
や、それに続く『新医学
大字典』に、森鷗外から
序文を書いてもらって
います。これらの書物
は、明薬資料館で見る
ことができます。

1  1 6 年 の 歴 史 を 刻 み 、 未 来 へ と 歩 む
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▲非常に貴重な「ジャコウジカ」の剥製
（注1）雄のジャコウジカから得られる分泌物を乾燥し

た香料・生薬の一種。
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ヒミツ１
生薬資料「ジャコウジカ」

ヒミツ3
明 治 薬 科 大 学 校 歌（ 学
歌）と童謡詩人

ヒミツ２   明治の文豪
森鷗外とのかかわり

▲森鴎外が序文を記した「新医
学大字典」

▲学歌碑

◆明薬資料館◆
開館日　火・水・木曜日午後1時～4
時、土曜日午前10時～午後1時（第2
土曜日は除く）
休館日　月・金・日曜日、祝日、その
他（大学の休業期間等）
※見学料は無料。
資料館事務室☎042・495・8942

明治薬科大学 ３つのヒミツ
～ 知 ら れ ざ る　 メ イ ヤ ク ～ 清瀬キャンパス開校

2 0周 年 記 念 事 業

平成 30 年度消費生活講座④ 平成 30 年度消費生活講座⑤

知って安心！ 遺産相続の基本 気象衛星センター見学と気象衛星「ひまわり」学習会

　相続が発生したらどうしたらいいの？　いつからど
んな準備をしておくべき？　残したい人にきちんと財
産を渡すには…。知っているようで意外と知らない相
続の基本的な知識について、わかりやすくお伝えしま
す。先着40人。
日時　9月13日㈭午後２時～４時
場所　消費生活センター
講師　東京都金融広報委員会金融広報シニアアドバイ
ザー　音川敏枝氏
※保育あり（６か月～未就学児。先着５人）。8月17
日～9月3日に電話で事前申込み。
申込み・問合せ　8月17日から直接窓口または電話で
消費生活センター☎042・495・6211へ（平日午前９時
～午後５時）

　市内在住・在勤の美術家を中心
とした清瀬美術家懇話会会員の方
々の作品を展示する、毎年恒例の
企画展です。
　ジャンルや会派を超えた多彩な
芸術作品の鑑賞を通じて、アーテ
ィスティックなひと時をぜひご堪
能ください。
日時　9月8日㈯～17日㈪午前９
時～午後５時（10日㈪は休館）
場所　郷土博物館
出品予定者　絵画＝青柳敏夫・赤
澤真寿美・石徹白彰勇・磯村千夏
・小俣洋子・金枝由里子・狩野和
夫・神谷公明・小松博映・坂井千
鶴子・高橋新三郎・南條千恵・根

岸正・宮下圭介・柳町朝子・青木
文子（招待作家）、彫刻＝有賀也
寸志・磯村茂・大槻孝之・岡孝博
・城田孝一郎・中島大一朗・松井
淳子・森下聖大・和田政幸
※直接会場へ。
◆関連事業　ワークショップ「色
紙に花を描く」
対象　中学生以上、先着15人
日時　９月15日㈯午前10時～正午
場所　郷土博物館
講師　院展院友・清瀬美術家懇話
会会員  高橋新三郎氏
申込み・問合せ　8月15日午前9
時から電話で郷土博物館☎042・
493・8585へ

　東村山都市計画道路３・４・15
号の２号新東京所沢線（中里二丁
目・三丁目・四丁目及び上清戸二
丁目各地内）に係る都市計画原案
説明会を開催します。
日時　９月１日㈯午前10時～11時

30分（開場は午前9時30分）
場所　中里地域市民センター
※直接会場へ。車での来場はご遠
慮ください。
問合せ　まちづくり課まちづくり
係☎042・497・2093

　気象庁では、気象衛星「ひまわり」を打ち上げ、観測した
データを国内外に提供し、そのデータは気象予報をはじめ、
防災気象情報や気候変動の監視などに幅広く活用されていま
す。気象衛星「ひまわり」を運用監視している気象衛星セン
ターの施設見学と、その業務を知り、防災気象情報を有効に
活用して、災害から身を守る術を身に着けましょう！　先着
20人。
日時　９月26日㈬午前10時～11時30分
場所　気象衛星センター（中清戸三丁目）
講師　気象衛星センター職員
持ち物　筆記用具
申込み・問合せ　８月17日～9月14日の平日午前９時から
午後５時までに、電話で消費生活センター☎042・495・
6211へ

～防災気象情報を有効に活用して身を守る術を身につけましょう！～～自分と家族が困らないための準備～

第 34 回 清 瀬 美 術 家 展企画展

東 村 山 都 市 計 画 道 路 ３・ ４・15 号 の ２ 号
新東京所沢線に係る都市計画原案説明会を開催

受けましょう！　が ん 検 診
肺がん検診（後期）

乳がん・子宮がん検診（後期）

対象　市に住民登録がある40歳以上の方（昭和54年3月31日以前生ま
れ）。先着300人
日時　10月29日㈪・30日㈫午前9時～・午後１時30分～
場所　複十字病院（松山三丁目）
実施方法　胸部レントゲン・喀

か く た ん

痰検査
費用　胸部レントゲン撮影のみ500円、胸部レン
トゲン撮影及び喀痰検査1,000円（60歳以上の方は
無料。その他の負担金関連制度については下記ま
でお問い合わせください）
※喀痰検査は、50歳以上（昭和44年3月31日以前
生まれ）で、喫煙指数（1日の喫煙本数×喫煙年数）
が600以上の方（過去に喫煙し、現在は喫煙してい
ない方も含む）が対象です。
申込み・問合せ　8月15日から9月14日（消印有
効）までに、直接窓口（土・日曜日を除く）または
電子申請、はがき（記入例参照）で健康推進課健康
推進係☎042・497・2075へ（電話での申込みはでき
ません）

◆乳がん検診
対象　市に住民登録がある40歳以上（昭和54年3
月31日以前生まれ）の女性で、昨年度に市の乳が
ん検診を受けていない方(検診は2年に1度）。先
着400人
場所　織本病院（旭が丘一丁目）・複十字病院（松
山三丁目）・武蔵野総合クリニック（元町一丁目）
費用　2,000円
※申込み状況、混雑状況によってはご希望の医療
機関で受診ができない場合もあります。
◆子宮がん検診
対象　市に住民登録がある20歳以上（平成11年３
月31日以前生まれ）の女性で、昨年度に市の子宮がん検診を受けてい
ない方（検診は２年に１度）。先着350人
場所　宇都宮レディースクリニック（元町一丁目）、きよせの森コミ
ュニティクリニック武谷眼科・風間内科（元町二丁目）
費用　頸がん検診1,000円・体がん検診（条件あり）1,000円
検診期間　いずれも受診券が届いてから12月28日㈮まで
※乳がん検診・子宮がん検診ともに60歳以上の方は無料。また、世帯
全員が住民税非課税・生活保護世帯・中国残留邦人等支援給付対象者
は証明書を提出すれば無料。
申込み・問合せ　いずれも8月15日から9月10日（消印有効）までに、
直接窓口（土・日曜日を除く）または電子申請、はがき（記入例参照）
で健康推進課健康推進係☎042・497・2075へ（電話での申込みはでき
ません）

【はがき記入例】

乳がん検診または
子宮がん検診申込み

◇住所
◇氏名（ふりがな）
◇生年月日
◇電話番号
◇受診希望の
　医療機関名

　肺がん検診申込み
◇住所
◇氏名（ふりがな）
◇生年月日
◇電話番号
◇受診希望日
  ①第１希望（午前・午後）
  ②第2希望（午前・午後）
◇喀痰検査の条件に
　該当　する・しない

裏面（肺がん検診）

裏面（乳がん検診ま
たは子宮がん検診）

〒2 0 4-8511
62

清瀬市
健康福祉部
健康推進課　行

表面（共通）


